
■伝統工芸のアートウォール

●文化財系自主グループ誕生中！

◎「紀長伸銅所」解体の報告
平成14年度文化財委託調査報告

☆「江戸に集う文人」展
芭蕉記念館新展示

◎「中川番所とその背景（上）」
中川船番所資料館開館記念講演録

○「釣針のうつりかわり」
中川船番所資料館収蔵資料展

□「職人の技」を体験してみよう！
森下文化センター深川体験わーるど

夏
も
い
よ
い
よ
本
番
と

な
り
ま
し
た
。
夏
休
み
で
、

出
か
け
る
機
会
も
多
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
区
内
に

は
、
３
月
末
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ば
か
り
の
中
川
船
番

所
資
料
館
や
、
江
戸
情
緒

た
っ
ぷ
り
の
深
川
江
戸
資

料
館
、
芭
蕉
記
念
館
な
ど
、

歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
場
所
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
出
か

け
に
な
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

資
料
館
を
め
ぐ
る
に
は
、

バ
ス
や
地
下
鉄
が
便
利
で

す
ね
。
区
内
に
は
東
西
を

結
ぶ
新
宿
線
や
東
西
線
の

他
に
、
大
江
戸
線
・
半
蔵

門
線
が
開
通
し
、
ま
す
ま

す
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

半
蔵
門
線
の
新
駅
「
住

吉
駅
」
で
は
、
ホ
ー
ム
の
壁
や
柱
が
、「
江

戸
職
人
芸
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ア
ー
ト
ウ
ォ

ー
ル
で
彩
ら
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
３
階
ホ
ー
ム
で
は
、
地
場
産
業
で
あ

る
江
戸
切
子
の
カ
ッ
ト
が
大
胆
な
構
図
で
壁

を
飾
っ
て
い
ま
す
。
４
階
ホ
ー
ム
で
は
、
漆し
っ

器き

や
木
彫

も
く
ち
ょ
う
な
ど
の
美
し
い
ラ
イ
ン
が
見
ら
れ

ま
す
。
い
ず
れ
も
朱
色
を
基
調
と
し
て
、
そ

の
鮮
や
か
さ
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
柱
の
模

様
は
、
障
し
ょ
う
子じ

な
ど
の
建た
て

具ぐ

を
飾
る
「
組く
み

子こ

」

と
い
う
木
組
み
の
模
様
で
す
。
そ
の
他
、
墨す
み

壷つ
ぼ

・
カ
ン
ナ
な
ど
の
道
具
、
そ
れ
ら
を
駆
使

し
た
職
人
が
今
ま
さ
に
工
芸
品
を
生
み
出
し

て
い
く
様
子
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
「
清
澄

白
河
駅
」
に
は
、
区
内
の
小
中
学
生
が
職
人

さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
卒
業
制
作
し
た
木
彫

刻
の
レ
リ
ー
フ
や
更さ
ら

紗さ

染
め
が
展
示
さ
れ
て

職
人

が
多
い

地
元
に

育
ま
れ

た
伝
統

工
芸
を

ち
ょ
っ

と
見
直

し
て
み

ま
せ
ん

か
。
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半蔵門線や大江戸線の開通により、ますます各地からのアクセスが便利

になる江東。新たな玄関口となる「住吉駅」や「清澄白河駅」では、「職

人の街」江東を感じることのできるアートウォールが見られます。

改札口を入ると、正面の巨大なパネルが目をひきます。

電車の待ち時間も苦になりません。

い
ま
す
。

街
江
東
。



中
級
研
修
会
の
仲
間
か
ら 

 
文
化
財
系
自
主
グ
ル
ー
プ
誕
生
中
！ 
中
級
研
修
会
の
仲
間
か
ら 

 
文
化
財
系
自
主
グ
ル
ー
プ
誕
生
中
！ 

文
化
財
保
護
推
進
員
中
級
研
修
会
は
今
年

で
第
１８
期
に
な
り
、
文
化
財
保
護
推
進
員
講

習
会
（
初
級
講
習
会
、
今
年
度
第
１９
回
）
の

修
了
者
が
希
望
し
て
受
講
し
ま
す
。

自
主
グ
ル
ー
プ
を
生
み
出
し
た
中
級
研
修

会
と
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
か
。
本
区
以
外
の
博
物
館
見
学

研
修
も
実
施
し
ま
す
が
、
活
動
の
中
心
と
な

る
の
は
、
ゼ
ミ
方
式
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
研
究

で
す
。

年
間
活
動
は
１０
回
設
定
し
て
お
り
、
ま
ず
、

江
東
区
の
歴
史
・
文
化
・
民
俗
な
ど
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
研
究
テ
ー
マ
に
す
る
か
を
話
し

合
い
ま
す
。
そ
し
て
テ
ー
マ
決
定
後
は
、
そ

の
年
の
受
講
者
数
（
今
年
度
は
１６
人
）
に
あ

わ
せ
て
、
１
班
も
し
く
は
２
班
に
分
か
れ
て

グ
ル
ー
プ
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

班
内
で
は
、
テ
ー
マ
に
も
と
づ
い
て
調
査

す
る
項
目
を
分
担
し
、
図
書
館
な
ど
で
調
べ

た
内
容
を
班
に
持
ち
か
え
り
ま
す
。
そ
こ
で

質
疑
応
答
を
行
い
、
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
っ
て
研
究
全
体
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
中
級
研
修
会
で
は
、「
浮
世

絵
か
ら
探
る
自
然
」
「
三
井
親
和
」
「
小
名

木
川
」「
幕
末
の
医
師
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、
最
後
に
は
研
究
内
容
を
報
告
書

と
し
て
ま
と
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
報

告
書
は
、
区
内
の
各
図
書
館
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

中
級
研
修
会
の
目
的
は
、
グ
ル
ー
プ
研
究

を
通
じ
て
、
文
献
調
査
・
研
究
の
方
法
と
そ

の
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
自
ら
調
べ
考
え
る
と
い
う
自
主
的
な

活
動
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
姿

勢
を
養
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
各
自
で
郷
土
学

習
や
研
究
を
続
け
て
い
く
た
め
の
基
礎
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

毎
年
、
テ
ー
マ
を
決
め
る
の
に
苦
労
し
ま

す
が
、
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
の
は
、
あ
く
ま

で
受
講
者
で
す
。
研
究
テ
ー
マ
や
調
査
対
象

の
文
献
を
、
前
も
っ
て
決
め
て
お
く
ほ
う
が
、

受
講
者
も
担
当
専
門
員
も
負
担
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
す
べ
て
お
膳
立
て
を
し
、
答

え
や
結
論
を
与
え
て
も
受
講
者
に
と
っ
て
何

の
利
益
に
も
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

進
歩
や
発
展
性
も
望
め
ま
せ
ん
。
担
当
専
門

員
は
、
現
在
の
研
究
水
準
を
踏
ま
え
て
舵
取

り
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
指
導
と
助
言
を

行
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
受
講
者
の
あ
ら

た
な
問
題
関
心
の
広
が
り
と
、
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
く
指
標
に
な
り
、
自
主
グ
ル
ー
プ

結
成
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
前

提
に
は
、
受
講
者
た
ち
の
「
や
る
気
」
が
必

要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

中
級
受
講
者
は
た
ま
た
ま
一
緒
に
な
っ
た

メ
ン
バ
ー
で
す
か
ら
、
潜
在
的
に
は
、
自
主

グ
ル
ー
プ
の
結
成
は
い
つ
で
も
可
能
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
３
つ
の
自
主
グ
ル
ー
プ
に
、
活
動

内
容
や
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

江
東
区
の

文
化
と
自
然
を
愛
す
る
会

会
長
　
福
島
浩
之

発
足
３
年
目
の
親
睦
団
体
、
現
会
員
２０
名
。

主
な
活
動
は
「
月
例
会
」
と
「
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
イ
ベ
ン
ト
」
の
実
施
で
す
。

「
月
例
会
」
は
、
年
１０
回
、
平
日
の
夕
方

に
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。『
江
東
区
』
を

題
材
に
し
て
、
浮
世
絵
、
江
戸
庶
民
生
活
、
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初級修了式における成果発表会（平成12年11月）

郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
グ
ル
ー
プ
が
続
々
と
誕
生
中
で
す
。

平
成
１３
年
に
は
「
江
東
区
の
文
化
と
自
然
を
愛
す
る
会
」、
昨
年
は
「
江
東
区
の
歴
史
と
文
化
を

継
承
す
る
会
」、
そ
し
て
今
年
は
「
江
東
の
江
戸
を
た
ず
ね
る
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
誕
生
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
文
化
財
保
護
推
進
員
中
級
研
修
会
で
す
。

 １ 5. 7 （水） 

 ２ 5. 21 （水） 

 ３ 7. 6 （日） 

 ４ 7. 9 （水） 

 ５ 7. 23 （水） 

 ６ 9. 10 （水） 

 ７ 9. 24 （水） 

 ８ 10. 15 （水） 

 ９ 11. 5 （水） 

 １０ 11. 19 （水） 

 

オリエンテーション 
 （自主活動の目的など） 

資料調査と　研究テーマ 
活動方法　　の設定 

博物館見学研修 
（博物館等を見学・時間は未定） 

　自主活動〔ゼミ方式〕 

　自主活動〔ゼミ方式〕 

　自主活動〔ゼミ方式〕 

　自主活動〔ゼミ方式〕 

　自主活動〔ゼミ方式〕 

　自主活動 
　　　（１年間のまとめ） 

成果報告　　  ・反省会 
 

参考） 第１８期 
 文化財保護推進員中級研修会日程 

【会場】 教育センター　１階第１研修室 
【時間】 午後６時３０分～午後８時００分 
 （最終日のみ７時３０分終了） 
＊１１月２６日（水）の初級修了式において成果発表の予定。 

６:３０ ８：００ 
 

回 
月日 

時間等 
研　修　内　容 
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絵
画
と
画
家
、
歌
舞
伎
、
近
代
化
遺
産
、
古

文
書
解
読
、
災
害
、
自
然
、
女
性
の
髪
形
、

神
社
と
仏
閣
、
土
地
造
成
、
鳥
瞰
図
、
俳
句

と
俳
人
、
祭
と
神
輿
な
ど
、
会
員
の
幅
広
い

自
主
研
究
発
表
を
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
感
覚
の
テ
ー
マ
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
区
の
町
名
は
４５
、
そ
の
う
ち
い
く
つ

思
い
出
せ
る
か
？
　
当
日
、
優
勝
者
の
解
答

数
は
３９
、
身
近
で
単
純
な
ク
イ
ズ
で
す
が
会

場
は
大
変
な
盛
り
あ
が
り
で
し
た
。

区
在
住
・
在
勤
者
の
「
月
例
会
」
見
学
大

歓
迎
、
ご
入
会
者
も
常
時
受
付
、
ま
ず
左
記

へ
連
絡
い
た
だ
き
「
月
例
会
」
の
見
学
を
。

「
イ
ベ
ン
ト
」
も
手
作
り
で
、
現
在
本
年

度
企
画
を
検
討
中
。
決
定
次
第
「
区
報
」
な

ど
で
案
内
し
ま
す
。
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区

民
の
団
体
や
学
校
で
、「
区
・
町
の
歴
史
・

文
化
」
を
題
材
と
し
た
行
事
開
催
の
ご
予
定

が
あ
れ
ば
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
し
ま
す
。

東
陽
２
―
３
―
５
―
２
０
６
　
山
本
へ
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
福
島
）

江
東
区
の

歴
史
と
文
化
を
継
承
す
る
会

会
長
　
上
野
仁
義

こ
の
会
は
、
平
成
１３
年
度
第
１６
期
文
化
財

保
護
推
進
員
中
級
研
修
会
の
受
講
者
を
中
心

と
し
て
、
水
彩
都
市
江
東
区
を
愛
す
る
人
達

に
よ
り
、
昨
年
度
か
ら
活
動
し
て
い
る
。

発
足
の
主
旨
は
、
会
の
名
称
が
示
す
通
り

で
あ
る
。
江
東
区
の
歴
史
・
文
化
・
人
物
・

風
土
等
を
広
く
探
り
、
深
く
掘
り
下
げ
る
こ

と
が
、
月
例
会
の
主
な
活
動
で
あ
る
。
郷
土

に
関
わ
り
の
あ
る
こ
と
に
就
い
て
、
視
野
を

拡
げ
る
た
め
に
、
区
外
に
も
出
掛
け
て
い
る
。

活
動
例
を
一
つ
。
平
成
１４
年
９
月
２２
日
、

砂
村
新
田
の
開
拓
者
、
砂
村
新
左
衛
門
一
族

の
菩
提
寺
、
久
里
浜
の
正
業
寺
を
訪
れ
た
。

砂
村
新
左
衛
門
を
郷
土
の
偉
人
と
し
て
研
究

し
て
い
る
本
会
員
の
宇
多
川
純
正
氏
の
案
内

で
あ
る
。
尋
い
で
新
左
衛
門
が
勧
請
し
た
と

云
う
天
神
社
を
詣
で
た
。

遊
び
な
が
ら
学
び
、
学
び
な
が
ら
遊
び
、

自
由
な
意
見
交
換
を
行
い
、
互
い
に
刺
激
し

合
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

な
お
江
東
区
の
歴
史
を
考
証
し
、
史
跡
を

地
道
に
探
訪
す
る
こ
と
を
企
画
中
で
あ
る
。

平
成
１４
年
度
の
活
動
と
研
究
や
エ
ッ
セ
イ

等
を
纏
め
た
小
冊
子
「
水
彩
抄
」
第
１
号
を

近
く
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
桜
井
）

江
東
の
江
戸
を
た
ず
ね
る
会

会
長
　
田
村
二
郎

本
年
１
月
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
、
自
主

研
究
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
第
１７
期
文
化
財
保
護
推
進
員

中
級
研
修
会
の
受
講
者
を
中
心
に
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
年
齢
や
性
別
も
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
と
み
、
和
気
あ
い
あ
い
と
会
は
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
会
の
活
動
は
、
二
つ
の
柱
か
ら
成
っ
て

い
ま
す
。
一
つ
は
担
当
者
に
よ
る
研
究
発
表

で
す
。
現
在
は
、
中
級
研
修
の
成
果
を
よ
り

発
展
さ
せ
る
形
で
、
各
自
研
究
を
進
め
、
順

番
に
発
表
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
研
究
発

表
と
い
っ
て
も
、
肩
肘
張
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
問
題
提
起
型
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
発
表

後
の
質
疑
応
答
や
活
発
な
意
見
交
換
が
中
心

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
ス
タ
イ
ル

が
定
着
し
て
い
き
そ
う
で
す
。
活
動
は
、
ほ

ぼ
毎
月
、
第
３
水
曜
日
の
夜
間
に
教
育
セ
ン

タ
ー
の
研
修
室
を
借
り
て
行
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
柱
は
、
史
跡
め
ぐ
り
で
す
。

会
の
名
称
に
「
た
ず
ね
る
会
」
と
あ
る
よ
う

に
、
研
究
と
健
康
と
親
睦
を
兼
ね
て
、
毎
回

テ
ー
マ
を
決
め
、
史
跡
め
ぐ
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。
開
催
は
不
定
期
で
す
が
、
土
曜
日
の

午
後
に
３
時
間
程
度
の
コ
ー
ス
設
定
で
、
各

自
が
ポ
イ
ン
ト
で
説
明
者
と
な
り
行
い
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
小
名
木
川
を
中
川
船
番
所
資

料
館
か
ら
釜
屋
堀
子
育
地
蔵
ま
で
歩
き
、
参

加
者
内
で
は
大
好
評
で
し
た
。
今
後
も
順
次

計
画
が
あ
り
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
、
他
分

野
の
愛
好
会
（
ス
ケ
ッ
チ
や
写
真
）
と
も
史

跡
め
ぐ
り
を
通
じ
て
交
流
で
き
れ
ば
、
本
会

の
活
動
の
幅
も
広
が
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
藤
田
）

72年に1度の磯出大祭礼の見学会（於.茨城県金砂郷町）

月例会の様子（於.教育センター）

例会後の反省会（於.ティアラ江東）

し
ょ
う
ご
ん



昨
年
の
９
月
中
旬
、
紀
長
伸
銅
所
白
河
工

場
（
白
河
２
―
２２
）
に
あ
っ
た
通
称
「
赤
レ

ン
ガ
工
場
」（
正
式
に
は
押
出
工
場
）
の
解
体

作
業
が
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。
周
辺
住
民
に

惜
し
ま
れ
つ
つ
も
、
敷
地
内
に
あ
っ
た
他
の

工
場
と
共
に
、
３
月
ま
で
に
す
べ
て
の
解
体

等
の
作
業
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
紀
長
伸
銅
所
は
、
江
戸
時
代
の

万
治
２
年
（
１
６
６
０
）
に
、
初
代
三
谷
長

三
郎
が
神
田
鍛
冶
町
に
創
設
し
た
紀
伊
国
屋

三
谷
長
三
郎
商
店
（
通
称
「
紀
長
」）
を
前
身

と
し
、
当
時
か
ら
銅
や
黄
銅
の
製
造
・
販
売

を
業
務
と
し
て
い
ま
し
た
。
深
川
工
場
の
設

立
は
、
明
治
３４
年
（
１
９
０
１
）
で
、
赤
レ

ン
ガ
工
場
も
こ
の
と
き
の
建
設
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
建
造
物
の
解
体
に
と

も
な
い
、
教
育
委
員
会
で
は
緊
急
に
「
紀
長

伸
銅
所
調
査
会
」（
代
表
　
堀
内
仁
之
氏
）
を

設
置
し
、
専
門
的
な
調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。

時
間
も
少
な
く
、
ど
の
程
度
の
調
査
が
可
能

か
心
配
で
し
た
が
、
解
体
を
請
負
っ
た
企
業

の
配
慮
も
あ
り
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
調
査
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
意
向
と
、
関
係
企
業

の
ご
協
力
に
よ
り
、
赤
レ
ン
ガ
工
場
の
一
部

を
切
り
取
り
、
新
た
に
建
設
さ
れ
る
マ
ン
シ

ョ
ン
の
敷
地
内
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
近
代
化
を
め
ざ
し

た
明
治
期
、
産
業
を
支
え
た
赤
レ
ン
ガ
工
場

の
記
憶
を
、
地
域
に
永
く
留
め
る
た
め
で
す
。

＊

さ
て
、
赤
レ
ン
ガ
工
場
を
形
づ
く
っ
て
い

た
煉れ
ん

瓦が

壁
は
、
３２
㎝
程
度
の
厚
さ
で
し
た
。

使
用
さ
れ
て
い
た
煉
瓦
の
一
部
に
は
、
い
く

つ
か
の
刻
印
も
確
認
で
き
ま
し
た
。
た
と
え

ば
、「

」（
桜
）
や
「
上
敷
免

じ
ょ
う
し
き
め
ん

製
」
で
す
。

こ
の
刻
印
に
よ
っ
て
、
煉
瓦
の
製
造
地
が
わ

か
る
た
め
、
そ
の
意
味
で
も
こ
の
建
物
は
貴

重
で
し
た
。
次
に
、
そ
の
刻
印
に
つ
い
て
簡

単
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

「

」
の
刻
印
は
、
小こ

菅す
げ

の
集
治
監
（
刑
務

所
）
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
、
通
称
集
治
監

煉
瓦
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
囚

人
の
更
正
を
第
一
の
目
的
と
し
た
作
業
で
、

利
益
を
上
げ
る
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た

た
め
、
土
の
練
り
に
時
間
を
か
け
、
焼
き
方

は
丁
寧
に
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
結
果

と
し
て
、
良
質
で
、
加
工
が
し
や
す
い
と
評

判
に
な
り
、
市
中
で
多
く
使
わ
れ
ま
し
た
。

一
方
、「
上
敷
免
製
」
の
刻
印
は
、
日
本
煉
瓦

製
造
会
社
の
工
場
（
現
在
の
埼
玉
県
深
谷
市

大
字
上
敷
免
）
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
す
。

煉
瓦
を
大
量
に
焼
く
こ
と
が
で
き
る
ド
イ
ツ

の
ホ
フ
マ
ン
窯
（
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ホ
フ

マ
ン
考
案
）
を
築
き
、
東
京
等
へ
供
給
し
ま

し
た
。
そ
の
輸
送
方
法
は
、
当
初
（
明
治
２２

〜
２８
年
頃
）
は
水
運
を
利
用
し
、
の
ち
鉄
道

が
主
流
を
占
め
ま
し
た
。「

」
の
刻
印
煉
瓦

と
と
も
に
、
紀
長
伸
銅
所
の
み
な
ら
ず
、
区

内
で
も
多
く
の
建
物
に
使
わ
れ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

＊

煉
瓦
工
場
自
体
の
構
造
は
、
平
屋
・
切
妻

屋
根
で
、
工
場
建
築
物
と
し
て
は
、
と
て
も

シ
ン
プ
ル
で
し
た
。
四
方
に
造
ら
れ
た
開
口

部
（
出
入
口
と
窓
）
は
、
ア
ー
チ
で
構
成
さ

れ
、
大
き
さ
、
形
式
の
違
い
に
よ
り
、
５
形
式

の
ア
ー
チ
に
分
類
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

工
場
の
場
合
、
ア
ー
チ
の
下
に
水
平
ア
ー
チ

が
２
ヶ
所
造
ら
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
し
た
。

ア
ー
チ
を
２
段
に
す
る
意
味
は
、
建
築
上

あ
ま
り
な
い
よ

う
で
す
が
、
水

平
ア
ー
チ
を
組

む
た
め
に
は
、

煉
瓦
自
体
の
加

工
や
、
積
み
上

げ
る
型
枠
を
水

平
に
保
つ
必
要

な
ど
、
高
度
な

技
術
が
要
求
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
技
術
は
、

円
弧
の
ア
ー
チ
以
上
に
難
し
い
と
い
わ
れ
ま

す
。
水
平
ア
ー
チ
は
、
慎
重
に
積
ま
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
建
物
の
構
造
的
な
美
観
を
よ
り

高
め
る
も
の
の
よ
う
で
す
。

＊

以
上
、
調
査
の
経
過
と
成
果
を
も
若
干
踏

ま
え
つ
つ
、
概
略
を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

明
治
以
降
、
近
代
化
を
進
め
た
政
府
の
政

策
の
も
と
、
銀
座
一
帯
の
煉
瓦
化
を
皮
切
り

に
、
各
地
に
煉
瓦
造
り
の
建
物
が
造
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
正
１２
年
に
発
生
し
た
関

東
大
震
災
は
、
そ
の
多
く
を
崩
壊
さ
せ
た
た

め
、
耐
震
性
が
問
題
視
さ
れ
、
以
降
は
建
て

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
赤
レ
ン

ガ
工
場
を
調
査
し
、
記
録
に
留
め
る
作
業
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
情
報
を
得
る
機
会

で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

（
注
）
建
設
年
代
に
関
し
て
は
、
最
近
、
大
正
６

年
と
す
る
新
た
な
見
解
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

4

「
紀
長
伸
銅
所
」 
　
　
解
体
の
報
告 

き 

ち
ょ
う 

し
ん 

ど
う 

し
ょ 
「
紀
長
伸
銅
所
」 
　
　
解
体
の
報
告 

き 

ち
ょ
う 

し
ん 

ど
う 

し
ょ 
区
内
最
古
の
赤
レ
ン
ガ
建
築
物 紀長伸銅所と

レンガの刻印

アーチ型開口部（右端が円弧と水平のアーチ）

（
注
）



徳
川
家
康
に
よ
っ
て
江
戸
に
幕
府
が
開
か

れ
た
の
が
、
慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）、
ち
ょ

う
ど
今
か
ら
４
０
０
年
前
の
こ
と
で
し
た
。

江
戸
の
町
は
、
そ
れ
ま
で
の
寒
村
か
ら
一
変

し
て
、
政
治
都
市
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
町
は
急
速
に
整
備
さ
れ
、
武
士

や
町
人
で
賑
わ
う
よ
う
に
な
る
と
、
井
原
西さ
い

鶴か
く

が
江
戸
を
「
日
本
第
一
、
人
の
集
ま
り
所

な
れ
ば
な
り
」
と
い
う
ま
で
に
繁
栄
を
遂
げ

て
い
っ
た
の
で
し
た
。

江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
に
は
、「
江
戸
っ
子
」

と
い
う
固
有
の
意
識
が
育
ま
れ
て
く
る
よ
う

に
な
り

ま
す
。

江
戸
を

象
徴
す

る
言
葉

に
、
当

時
頻
発

す
る
火

災
と
庶

民
の
気

質
を
言

い
当
て
た
も
の
に
「
火
事
と
喧
嘩
は
江
戸
の

華
」
が
あ
り
、
こ
の
「
江
戸
の
華
」
を
遠
巻

き
に
多
く
の
野
次
馬
が
「
物
見
高
い
は
江
戸

の
常
」
と
言
い
放
つ
「
江
戸
っ
子
」
た
ち
の

独
特
の
気
風
と
い
う
も
の
を
、
こ
こ
か
ら
も

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
江

戸
の
繁
栄
と
活
力
は
、
新
た
な
文
化
を
創
出

す
る
こ
と
に
も
な
り
、
次
第
に
諸
国
か
ら
も

多
く
の
文
人
が
訪
れ
、「
文
芸
都
市
」
江
戸
が

開
花
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
展
示
は
、
こ
の
「
文
芸
都
市
」
江

戸
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
で
、
こ
こ
に

集
う
多
く
の
文
人
を
見
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
展
示
で
取
り
上
げ
た
文
人
の
う
ち

俳
人
で
は
、
深
川
に
延
宝
８
年
（
１
６
８
０
）

に
移
居
し
た
松
尾
芭
蕉
を
は
じ
め
、
芭
蕉
の

参
禅
の
師
で
あ
っ
た
仏
頂

ぶ
っ
ち
ょ
う
・
彼
の
絵
画
の
師

と
さ
れ
る
森
川
許き
ょ

六り
く

な
ど
の
芭
蕉
時
代
の
俳

人
か
ら
、
北
村
季き

吟ぎ
ん

な
ど
の
貞
門
俳
人
、
談

林
派
の
祖
の
西
山
宗そ
う

因い
ん

、
西
鶴
の
矢や

数か
ず

俳
諧

の
記
録
を
一
時
破
っ
た
大
淀
三み

千ち

風か
ぜ

、
赤
穂

義
士
の
一
人
で
俳
人
で
も
あ
っ
た
大
高
源
吾
、

享
保
期
の
俳
人
、
そ
し
て
天
明
を
中
心
と
し

た
蕉
風
復
興
期
の
俳
人
、
江
戸
時
代
後
期
か

ら
幕
末
に
活
躍
し
た
俳
人
、
真
田
菊き
く

貫つ
ら

や
松

平
四し

山ざ
ん

と
い
う
大
名
俳
人
に
い
た
る
４５
人
・

９３
点
の
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
松
平
四
山
は
出
雲
国
母
里
も

り

藩
８

代
の
藩
主
で
名
を
直
興
な
お
お
き

と
い
う
田
川
鳳
朗
ほ
う
ろ
う

門

の
大
名
俳
人
で
し
た
。
ま
た
直
興
は
古
器
物

な
ど
の
蒐
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
現
在
、

当
館
で
所
属
す
る
「
句く

空く
う

あ
て
芭
蕉
書
簡
」

は
も
と
も
と
こ
の
直
興
が
所
蔵
し
て
い
た
も

の
で
し
た
。
今
回
こ
の
直
興
の
遺
墨
と
そ
の

芭
蕉
書
簡
を
併
せ
て
展
示
す
る
と
い
う
の
も
、

何
か
の
巡
り
合
わ
せ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

狂
歌
は
上
方
で
発
生
し
、
文
芸
東
漸
に
の

っ
て
宝
暦
か
ら
天
明
に
か
け
て
江
戸
で
開
花

し
た
文
芸
で
す
。
こ
こ
で
は
、
唐
衣
橘
洲
の

　
か
ら
こ
ろ
も
き
っ
し
ゅ
う
　

ほ
か
幕
臣
の
大
田
南な
ん

畝ぽ

、
南
畝
の
甥
の
紀
定
き
の
さ
だ

丸ま
る

、
石
川
雅
望
ま
さ
も
ち

や
そ
の
息
子
の
清
澄
き
よ
す
み

な
ど
の

作
品
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
浮
世
絵
師
の
葛

飾
北
斎
や
作
家
の
山
東
京
伝

き
ょ
う
で
ん
・
十
返
舎
一

じ
っ
ぺ
ん
し
ゃ
い
っ

九く

・
滝
沢
馬ば

琴き
ん

の
作
品
も
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
歌
人
で
は
加
藤
枝え

直な
お

・
千ち

蔭か
げ

父
子
、
十
八
大
通
で
も
知
ら
れ
た
国
学
者

の
村
田
春
海
、
深
川
に

家
塾
を
開
い
た
と
も
伝

え
ら
れ
る
維
新
期
の
国

学
者
伊
能
頴
則
ひ
で
の
り

や
儒
学

者
の
亀
田
鵬
斎
ほ
う
さ
い

な
ど
の

短
冊
が
並
ん
で
い
ま
す
。

浮
世
絵
師
で
は
、
歌
川

豊
春
の
「
七
福
神
の
図
」、
歌
川
豊
国
の
「
団

十
郎
喜
寿
年
賀
錦
絵
」、
谷
文
晁

ぶ
ん
ち
ょ
う
の
「
日
本
橋

雪
景
の
図
」
の
掛
軸
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
江
戸
の
無
血
開
城
を
果
た

し
た
勝
海
舟

か
い
し
ゅ
う
の
染
筆
の
「
す
み
だ
川
」
歌
短

冊
ま
で
、
今
回
取
り
上
げ
た
人
物
は
、
さ
き

の
俳
人
も
含
め
て
６９
人
、
全
１
２
６
点
も
の

資
料
を
一
堂
に
会
し
て
い
ま
す
。

こ
の
展
示
を
通
し
て
、
江
戸
時
代
２
６
５

年
間
の
時
代
を
鳥
瞰

ち
ょ
う
か
ん
す
る
と
と
も
に
、
江
戸

の
町
を
形
成
し
て
き
た
文
人
た
ち
の
遺
墨
を

こ
の
機
会
に
じ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
横
浜
文
孝
）

芭
　
蕉
　
記
　
念
　
館

開
館
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
４
時
３０
分
ま
で
に
ご
入
場
く
だ
さ
い
。）

展
示
室
休
室

月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

入
館
料

大
人
１
０
０
円
・
小
中
学
生
５０
円

交
　
通

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
・
大
江
戸
線

森
下
駅
下
車
　
徒
歩
７
分

問
合
せ

芭
蕉
記
念
館

江
東
区
常
盤
１
―
６
―
３

1
０
３
（
３
６
３
１
）
１
４
４
８

5

江
東
区
芭
蕉
記
念
館
（
常
盤
１
―
６
―
３
）
で
は
江
戸
を
訪
れ
、
ま
た
江
戸
で
活
躍
し
た
俳
人

か
ら
歌
人
・
狂
歌
師
・
作
家
・
絵
師
な
ど
の
作
品
１
２
６
点
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

仏頂筆「露」一字書

谷文晁筆「日本橋雪景の図」

は
る
みと

よ
く
に

と
よ
は
る



先
ほ
ど
新
し
く
出
来
上
が
り
ま
し
た
中
川

番
所
の
資
料
館
を
拝
見
し
て
き
ま
し
た
。
立

派
な
も
の
で
非
常
に
感
銘
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
３
階
に
展
望
室
が
あ
り
、
目
の
下
に
昔

の
中
川
の
流
れ
が
見
え
ま
す
。
直
接
は
見
え

な
い
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
先
に
小
名
木
川
と

新
川
し
ん
か
わ

（
船
堀
川
）
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
資
料

館
の
下
で
中
川
と
小
名
木
川
・
新
川
が
直
角

に
交
わ
っ
て
十
字
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
「
川
の
十
字
路
」
の
隅
に
建
っ
て
い
た
の

が
「
中
川
船
番
所
」
で
す
。

江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
『
新
編
武
蔵
国
風

土
記
稿
』
と
い
う
地
誌
に
、
中
川
番
所
は
「
中

川
関
所
ト
モ
云い

フ
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

い
っ
た
い
「
番
所
」
と
「
関
所
」
と
い
う
の

は
何
だ
ろ
う
、
関
所
と
番
所
は
同
じ
も
の
な

の
か
、
と
い
う
疑
問
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。

非
常
に
単
純
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、「
関
所
」

と
い
う
の
は
徳
川
幕
府
が
設
置
し
た
も
の
を

言
い
ま
す
。
舟
改

ふ
な
あ
ら
た
め
番
所
・
口く
ち

留ど
め

番
所
、
こ

れ
は
大
名
＝
藩
が
設
置
し
た
も
の
で
、
こ
れ

が
大
原
則
で
す
。
中
川
番
所
を
設
け
た
の
は

誰
か
と
い
う
と
、
徳
川
幕
府
で
す
の
で
、
本

来
「
関
所
」
な
の
で
す
。
し
か
し
、「
番
所
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
後
で
ご
覧
い
た
だ
く

関
所
手
形
に
は
「
中
川
御
関
所
」
と
書
い
て

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、「
番
所
」
と
は
言
う
け
れ
ど
「
関

所
」
と
同
じ
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
た
わ

け
で
す
。
で
す
か
ら
、
さ
き
ほ
ど
の
大
原
則

で
い
き
ま
す
と
、「
中
川
番
所
」
は
例
外
的
な

表
現
な
の
で
す
。

関
所
の
位
置

「
関
所
」
と
い
う
と
、
一
番
有
名
な
の
は

箱
根
の
関
所
で
し
ょ
う
。
箱
根
に
温
泉
や
観

光
で
行
く
と
番
所
跡
と
い
う
所
に
行
か
れ
る

と
思
い
ま
す
。
昔
の
建
物
が
再
現
さ
れ
、
人

形
で
作
ら
れ
た
役
人
が
座
っ
て
お
り
ま
す
。

幕
府
が
重
要
な
街
道
と
し
た
五
街
道
の
ひ
と

つ
東
海
道
に
設
け
た
関
所
が
箱
根
の
関
所
で

す
。東

海
道
に
は
も
う
ひ
と
つ
大
き
な
関
所
が

あ
る
。
京
都
に
行
く
ま
で
に
箱
根
を
過
ぎ
て

か
ら
新あ
ら

居い

関
が
あ
り
ま
す
。
東
海
道
は
全
部

陸
上
で
行
く
わ
け
で
は
な
い
。
浜
名
湖
が
あ

り
ま
す
。
現
在
そ
こ
は
簡
単
に
鉄
橋
で
渡
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
こ
を
渡
し
舟
で
渡
る
の
が

東
海
道
の
本
道
で
し
た
。
そ
の
舟
が
向
こ
う

岸
に
着
い
た
所
が
新
居
と
い
う
所
で
す
。

五
街
道
の
２
番
目
と
し
て
中な
か

山せ
ん

道ど
う

が
あ
り
ま

す
。
関
所
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
ご
存
知
で
す

か
。
軽
井
沢
の
ち
ょ
っ
と
手
前
、
碓う
す

氷い

峠
の

下
に
碓
氷
関
が
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
、
木
曽

谷
の
真
ん
中
ほ
ど
に
福
島
関
所
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
が
中
山
道
の
関
所
で
す
。

３
番
目
が
甲
州
道
中
で
す
。
江
戸
か
ら
甲

府
の
方
に
行
く
街
道
で
す
。
こ
こ
に
置
か
れ

た
関
所
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
。
こ
れ
も
山
を

越
え
る
峠
に
あ
り
ま
し
た
。
八
王
子
の
先
、

高
尾
山
か
ら
ち
ょ
っ
と
奥
の
所
に
小こ

仏
ぼ
と
け
峠
が

あ
り
、
こ
こ
に
設
け
ら
れ
た
の
が
小
仏
関
所

で
す
。

そ
れ
か
ら
４
つ
目
と
５
つ
目
の
道
が
日
光

道
中
と
奥
州
道
中
。
関
所
は
ど
こ
に
あ
る
か

と
い
う
と
、
多
く
の
方
が
、
は
て
な
、
宇
都

宮
ま
で
行
く
間
に
そ
ん
な
大
き
な
峠
が
あ
っ

た
か
な
？
と
考
え
ま
す
。
峠
は
無
い
の
で
す
。

関
所
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
と
い
う
と
栗く
り

橋は
し

で

す
。
房
川
渡

ふ
さ
か
わ
わ
た
し
・
中
田
関
と
い
い
ま
す
。
な
ぜ
、

ふ
た
つ
の
名
を
付
け
る
の
か
と
い
い
ま
す
と
、

真
ん
中
に
利
根
川
と
い
う
大
き
な
川
が
あ
り

ま
す
。
利
根
川
の
手
前
が
栗
橋
、
渡
っ
た
先

が
中
田
。
日
光
道
中
・
奥
州
道
中
は
こ
こ
を

通
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
が
日
光
道
中
の

関
所
で
す
。

以
上
が
五
街
道
と
呼
ば
れ
た
道
の
重
要
な

関
所
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
ほ
か
に
道
が

無
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の

脇
街
道
・
脇
往
還
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ

ち
ら
に
関
係
す
る
道
と
し
て
は
水
戸
・
佐
倉

道
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
や
は
り
千せ
ん

住じ
ゅ

宿
か

ら
出
発
し
ま
す
。
次
の
宿
場
が
新
に
い
　
宿
じ
ゅ
く
。
そ
こ

で
佐
倉
に
行
く
道
と
水
戸
に
行
く
道
に
分
れ

ま
す
。
こ
こ
に
も
大
き
な
関
所
が
置
か
れ
ま

し
た
。
こ
れ
も
意
外
と
ご
存
知
な
い
方
が
多

い
の
で
す
け
ど
、
金
町
と
い
う
所
で
す
。
金

町
・
松
戸
関
と
い
う
関
所
が
あ
り
ま
し
て
、

真
ん
中
に
流
れ
て
い
る
の
が
江
戸
川
。
江
戸

川
を
挟
ん
で
手
前
が
金
町
、
対
岸
が
松
戸
で

す
。
そ
れ
で
は
佐
倉
に
行
く
道
は
ど
こ
に
関

所
を
置
い
た
か
と
言
い
ま
す
と
、
こ
れ
も
や

は
り
江
戸
川
を
渡
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。

小
岩
・
市
川
関
所
で
す
。
手
前
が
小
岩
、
川

を
渡
る
と
市
川
。
こ
こ
に
関
所
が
あ
り
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
関
所
の
地
図
を
頭
に
浮
か
べ
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
ど
ん
な
所
に
関
所

が
あ
っ
た
の
か
。
西
の
方
か
ら
、
箱
根
・
小

仏
・
碓
氷
・
栗
橋
・
金
町
・
小
岩
と
、
江
戸

を
中
心
に
回
っ
て
い
ま
す
。
山
の
あ
る
方
は

6
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ほ
と
ん
ど
峠
、
山
の
な
い
方
は
川
、
利
根
川
・

江
戸
川
と
い
う
大
河
で
す
。
こ
れ
を
拠
り
所

に
し
て
江
戸
を
中
心
に
幕
府
は
関
所
を
設
置

し
て
い
た
の
で
す
。

関
所
の
機
能

関
所
で
取
り
締
ま
っ
た
物
は
何
か
、
昔
か

ら
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、「
入
り
鉄で
っ

砲ぽ
う

に
出で

女
お
ん
な
」。
当
然
、
こ
れ
は
入
る
と
い
う
こ
と

と
出
る
と
い
う
こ
と
が
対
に
な
っ
て
い
ま
し

て
、
鉄
砲
が
入
る
こ
と
と
、
女
が
出
る
と
い

う
こ
と
、
こ
れ
が
関
所
の
取
り
締
ま
り
の
基

本
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
出
る
入
る
と
い
う
の

は
、
江
戸
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
。「
鉄
砲
」

と
い
う
の
は
、
別
に
鉄
砲
だ
け
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
武
器
の
代
名
詞
で
す
。
な
ぜ
そ
れ

が
い
け
な
い
の
か
？
江
戸
で
幕
府
に
対
し
て

反
乱
を
起
こ
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
武

器
を
江
戸
に
持
ち
込
む
と
、
そ
れ
は
当
然
幕

府
に
と
っ
て
脅
威
で
す
か
ら
、
厳
重
に
管
理

し
て
入
れ
さ
せ
な
い
。
そ
れ
で
は
何
で
女
が

出
て
い
く
の
が
い
け
な
い
の
か
。
ご
承
知
の

通
り
、
幕
府
は
反
乱
を
防
ぐ
た
め
大
名
の
妻

子
を
人
質
に
取
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
人

質
を
ど
こ
に
お
く
か
と
い
う
と
、
当
然
で
す

が
す
ぐ
捕
ま
え
ら
れ
る
江
戸
の
中
に
置
い
て

い
る
。
そ
れ
が
逃
げ
出
す
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
こ
れ
は
大
変
で
す
か
ら
ね
。
女
性
と

い
っ
て
も
、
大
名
の
奥
さ
ん
が
女
中
か
何
か

に
化
け
て
出
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
と
も

か
く
女
は
危
な
い
と
取
り
締
ま
る
。
こ
れ
が

非
常
に
厳
し
く
て
、
女
性
が
関
所
を
通
る
場

合
は
、
幕
府
の
中
心
に
い
る
御
留
守
居

お

る

す

い

役や
く

が

出
す
手
形
が
無
い
と
通
さ
な
い
。
特
に
武
士

関
係
の
女
性
に
は
厳
し
い
わ
け
で
す
ね
。
い

ち
い
ち
、
手
形
に
女
を
種
類
分
け
し
ま
し
て
、

例
え
ば
、
３
人
の
女
性
が
関
所
を
通
る
と
、

髪か
み

切き
り

１
人
、
女
１
人
、
小こ

女
お
ん
な
１
人
と
書
い
て

い
る
。
お
ば
あ
さ
ん
、
お
嫁
さ
ん
、
娘
さ
ん

で
す
ね
。
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
通
り
で
な
い

と
関
所
は
通
さ
な
い
。
そ
う
い
う
細
か
い
規

定
を
作
り
、
こ
れ
に
違
う
と
調
べ
て
通
さ
な

い
、
と
い
う
の
が
「
出
女
」
で
す
。
関
所
手

形
と
似
て
い
る
も
の
に
往
来
手
形
が
あ
り
ま

す
。
往
来
手
形
と
い
う
の
は
庶
民
が
持
つ
も

の
で
、
宛
先
が
特
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

関
所
手
形
は
そ
う
い
う
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
関
所
が
特
定
さ
れ
て

い
る
。
箱
根
関
所
を
通
る
た
め
に
は
箱
根
関

所
宛
て
の
手
形
が
必
要
で
す
。
小
仏
峠
を
通

る
た
め
に
は
小
仏
関
所
宛
て
、
で
す
か
ら
関

所
を
３
つ
通
る
な
ら
手
形
が
３
枚
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
が
関
所
手
形
で
、
主
に
武
士

と
そ
の
関
係
者
、
家
族
な
ど
に
発
行
さ
れ
る

手
形
で
す
。

こ
れ
ま
で
私
が
申
し
て
き
た
関
所
は
、
ほ

と
ん
ど
五
街
道
と
か
水
戸
・
佐
倉
道
と
か
の

道
筋
に
設
け
ら
れ
て
い
た
関
所
で
す
。
言
っ

て
み
れ
ば
、
道
の
関
所
、
街
道
の
関
所
、
陸

上
の
関
所
で
す
。

海
の
関
所
と
川
の
関
所

と
こ
ろ
が
、
関
所
に
は
道
の
関
所
以
外
に
、

水
上
の
関
所
、
海
と
川
の
関
所
が
あ
っ
た
の

で
す
。
海
の
関
所
は
、
東
京
湾
の
入
口
、
三

浦
半
島
の
先
の
方
で
浦
賀
と
い
う
所
に
あ
っ

た
浦
賀
番
所
で
す
。
陸
上
の
関
所
の
取
り
締

ま
り
対
象
が
主
に
人
と
荷
物
で
し
た
が
、
海

の
関
所
が
対
象
と
す
る
も
の
は
船
な
の
で
す
。

こ
れ
が
一
番
の
違
い
。
浦
賀
番
所
が
ど
う
し

て
関
所
に
な
る
か
理
解
で
き
な
い
方
が
い
る

よ
う
で
す
。
海
の
上
に
ど
う
や
っ
て
関
所
を

設
け
る
の
か
、
海
の
上
に
は
作
り
様
が
あ
り

ま
せ
ん
ね
。
と
こ
ろ
が
東
京
湾
の
入
口
に
は

見
え
な
い
線
が
あ
る
の
で
す
。
房
総
半
島
の

側
は
、
鋸
山
の

　
　
の
こ
ぎ
り
や
ま
　
　下
の
金か
な

谷や

の
北
に
竹
岡
と
い

う
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
と
浦
賀
と
を
結
ぶ

線
が
海
の
関
所
ラ
イ
ン
で
す
。
こ
れ
を
黙
っ

て
越
え
る
と
関
所
破
り
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
関
所
破
り
は
最
も
重
罪
で
、
磔
刑
で

す
。
遠
く
か
ら
江
戸
に
荷
物
を
運
ん
で
く
る

船
、
そ
れ
が
全
部
浦
賀
の
港
に
入
っ
て
、
浦

賀
番
所
に
手
形
を
見
せ
て
か
ら
江
戸
に
入
る
。

江
戸
か
ら
出
て
い
く
時
も
同
じ
。
例
え
ば
江

戸
か
ら
大
坂
へ
船
で
行
こ
う
と
す
る
と
、
船

は
そ
の
ま
ま
東
京
湾
を
出
て
は
い
け
な
か
っ

た
。
浦
賀
に
寄
っ
て
、
手
形
を
見
せ
て
許
可

を
も
ら
っ
て
、
そ
れ
か
ら
出
て
い
く
。
全
て

江
戸
に
入
っ
て
く
る
船
、
出
て
い
く
船
、
こ

の
線
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
こ
れ
が
海
の
関
所

で
す
。

7
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７
月
１９
日
〜
８
月
３１
日

釣
り
の
世
界
に
「
釣
り
の
六ろ
く

物も
つ

」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
も

と
も
と
中
国
の
諺
で

　
　
こ
と
わ
ざ
　
　す
が
、
六
物
と
は
竿
・

糸
・
浮
き
・
オ
モ
リ
・
釣
針
・
餌え
さ

の
６
つ
で

す
。
中
で
も
釣
針
は
直
接
魚
と
の
接
点
と
な

る
大
変
重
要
な
道
具
で
す
。

ひ
と
く
ち
に
釣
針
と
言
っ
て
も
、
対
象
と

な
る
魚
の
大
き
さ
や
口
の
形
状
、
習
性
な
ど

に
合
わ
せ
て
多
種
多
様
で
す
。
そ
の
数
は
現

在
で
は
２
０
０
種
に
も
及
び
、
現
在
も
改
良

が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
世
界
に

も
類
を
見
な
い
日
本
独
自
の
も
の
で
、
和
竿

と
同
じ
よ
う
に
日
本
の
釣
り
文
化
に
対
す
る

思
い
入
れ
の
証あ
か
し
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

今
回
当
館
で
は
、
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
・
資
料
閲
覧
学
習
室
に
お
い
て
、
貴
重

な
古
代
の
釣
針
の
レ
プ
リ
カ
を
は
じ
め
、
手

作
り
の
「
手て

打う

ち
鈎ば
り

」
な
ど
様
々
な
釣
針
の

う
つ
り
か
わ
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

中
川
船
番
所
資
料
館

観
覧
時
間

９
時
３０
分
〜
１７
時

（
入
館
は
１６
時

３０
分
ま
で
）

休
館
日

月
曜
日

観
覧
料

大
人
２
０
０
円
・

小
中
学
生
５０
円

（
団
体
各
１
５
０
円
・
３０
円
）

交
　
通

都
営
地
下
鉄
新
宿
線

東
大
島
駅
下
車
　
徒
歩
５
分

問
合
せ

中
川
船
番
所
資
料
館

江
東
区
大
島
９
―
１
―
１５

1
０
３
（
３
６
３
６
）
９
０
９
１

期
日
　
７
月
２０
日
（
日
）

会
場
　
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー

江
東
区
森
下
３
―
１２
―
１７

1
０
３
（
５
６
０
０
）
８
６
６
６

１
頁
目
の
記
事
で
ご
紹
介
し
た
卒
業
制
作

の
木
彫

も
く
ち
ょ
う
レ
リ
ー
フ
を
指
導
し
た
の
が
、
白
河

に
お
住
ま
い
の
岸
本
忠
雄
（
区
指
定
無
形
文

化
財
保
持
者
）
さ
ん
で
す
。
彫
刻
を
し
て
み

た
い
け
れ
ど
…
、
と
思
っ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ

「
職
人
の
技
」
体
験
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
岸
本
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

楽
し
く
彫
刻
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

菓
子
皿
と
し
て
使
え
る
木
の
葉
模
様
の
お

皿
、
も
み
じ
や
桜
の
形
を
し
た
か
わ
い
い
コ

ー
ス
タ
ー
、
ハ
ガ
キ
入
れ
に
最
適
な
本
格
的

な
桐
の
文ふ

箱ば
こ

、
３
種
類
の
う
ち
い
ず
れ
か
一

つ
を
選
び
、
彫
っ
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
職
人
の
技
」
体
験
で
は
、
他
に
更さ
ら

紗
染
め
、
指
物
、
う
る
し
塗
り
な
ど
の
体
験

も
お
こ
な
い
ま
す
。
詳
細
は
、
森
下
文
化
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
】
電
話
に
て
、
上
記
の
森
下
文
化
セ

ン
タ
ー
ま
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先

着
順
で
す
。
な
お
、
教
材
費
（
１
０
０
０
〜

２
０
０
０
円
）
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
題
は
そ
の
次
で
す
。
川
の
関
所
は
ど
こ

で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
お
話
し
す
る
の
で
す
か

ら
、
す
ぐ
皆
様
に
は
わ
か
っ
て
し
ま
う
。
で

も
川
の
関
所
は
２
つ
あ
る
の
で
す
。
ひ
と
つ

は
言
う
ま
で
も
な
く
今
日
の
主
題
で
あ
る
中

川
番
所
。
も
う
ひ
と
つ
は
関せ
き

宿や
ど

関
所
で
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
関
宿
関
所
と
中
川
番
所
は
性

格
が
少
し
違
う
の
で
す
。
中
川
は
正
式
に
は

中
川
番
所
、
時
々
中
川
関
所
と
も
言
い
ま
す

が
、
名
前
が
違
う
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
ち
ょ
っ

と
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
関
宿
関
所
は
箱
根

と
か
碓
氷
と
同
じ
よ
う
に
そ
こ
を
通
る
旅
人

を
も
対
象
に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
中
川
番

所
は
船
だ
け
で
す
。
こ
の
意
味
で
は
浦
賀
番

所
と
全
く
同
じ
で
す
。
実
は
浦
賀
番
所
・
中

川
番
所
と
い
う
の
は
二
本
柱
で
す
。
お
寺
の

前
に
立
っ
て
い
る
仁
王
様
の
様
な
も
の
で
す
。

こ
こ
が
今
ま
で
お
話
し
し
て
き
た
関
所
と
は

違
う
点
で
す
。
に
ら
み
つ
け
る
も
の
は
両
方

と
も
船
で
す
。
船
に
積
ん
で
あ
る
物
、
或
い

は
そ
こ
に
乗
っ
て
い
る
人
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
両
方
共
、
幕
府
が
設
置
し
て
い
ま
す

か
ら
、
関
所
と
い
う
性
格
は
一
緒
で
す
が
、

海
の
方
に
あ
る
の
が
浦
賀
で
、
川
の
方
に
あ

る
の
が
中
川
番
所
。
浦
賀
番
所
の
方
は
わ
か

り
易
い
で
す
ね
。
東
京
湾
に
入
っ
て
く
る
も

の
が
皆
そ
こ
を
通
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
か
ら
。
そ
れ
で
は
中
川
番
所
は

何
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
。（
次
号
に
続
く
）

訃
　
報

江
東
区
登
録
無
形
文
化
財
（
工
芸
技

術
・
刺
繍
し
し
ゅ
う
）
保
持
者
鈴
木
安
蔵
氏
（
千

田
）
は
、
去
る
５
月
２９
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

謹
ん
で
追
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

レリーフ「萬年橋下の富士」（大江戸線・清澄白河駅）

さ

さ
し
も
の


